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北九州市環境首都総合交通戦略＜北九州市地域公共交通網形成計画＞ 

第２章 地域及び公共交通の現状と課題 

２-１．本市の現状と将来動向 

（１）人口 

①人口の推移・推計 
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（人）
推計値

生産年齢人口

年少人口

高齢人口

ピーク Ｓ５５
1,065,078人

65歳以上

15～64歳

０～14歳

Ｈ２２から
△２０％976,846

784,162

・本市の人口は、平成 22 年の約 98 万人から、平成 52 年には約 78 万人(△ 約 20 万人)

に減少するものと推計されています。また、高齢化率(65 歳以上の人口比率)は 25%から

38%に増加し、生産年齢人口比率は 61%から 52%に低下すると推計されています。 

■北九州市の人口推移 

1965 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040

S40 S45 S55 H2 H12 H22 H32 H42 H52

0～14歳 26% 24% 23% 18% 14% 13% 12% 10% 10%

15～64歳 69% 70% 68% 69% 67% 61% 56% 55% 52%

65歳以上 5% 6% 9% 13% 19% 25% 32% 34% 38%

計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

■年齢別比率 

出典：総務省「国勢調査（S40～H22）」 

国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）』（H32～52） 
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②人口の社会動態・自然動態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・人口動態について内訳を見ると、昭和 57 年頃までは社会動態の減少分を自然動態の増加

分で補っていましたが、自然動態の減少により補えなくなり、人口は減少しています。近

年、社会動態の減少は落ち着いてきているものの、自然動態の死亡数が出生数を上回り依

然として人口減少は続いています。 

・出生数は、平成 2 年に 1 万人を割り込み、近年は 8,000 人台で推移しています。また、

合計特殊出生率は、平成 17 年以降増加し、平成 25 年は 1.55 人と全国平均の 1.43 人

を上回っている状況にあります。 

出典：北九州市「推計人口異動状況」 

■自然動態と社会動態の推移 

出生数

合計特殊出生率

■出生率・出生数の推移 

出典：厚生労働省「人口動態調査」 

北九州市は「北九州市衛生統計年報」 

人
口
増
減
（
人
） 

自然動態 

社会動態 

人口動態 
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③人口増減等の指定都市比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・本市の人口増減の動向を指定都市間で比較して見ると、平成 52 年には、人口減少の割合、

高齢化率は、指定都市のなかで 2 番目に高く、生産年齢人口比率は最も低くなると予測さ

れています。 
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■平成 52 年の高齢化率（指定都市比較） ■平成 52 年の生産年齢人口比率（指定都市比較） 

出典：総務省「平成 22 年国勢調査」 

国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3月推計）』 

■人口変化率（平成22 年⇒平成 52 年）（指定都市比較） 
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④人口密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・人口集中地区(DID)の面積は、昭和 40 年から平成 22 年の間で、約 1.6 倍に拡大していま

す。一方で、人口減少に伴い、DID 地区内の人口密度は約 91 人/ha から約 56 人/ha に

低下しています。将来的に人口減少が進んだ場合、DID 地区面積が変わらないと仮定する

と、さらに DID 地区内人口密度は約 44 人/ha まで低下するものと見込まれます。 

■DID 面積・DID 人口密度の推移 

ＤＩＤ(Ｓ４０)

ＤＩＤ(Ｈ２２)

市街化区域

出典：国土交通省「国土数値情報（DID 人口集中地区）」をもとに北九州市にて作成 

■DID 面積・DID 人口密度の推移 

注）H52DID 人口密度は、面積を H22DID 面積が H52 においても一定と仮定し、人口を国立社会保障・人口問題研究所

「日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）」をもとに、北九州市にて試算 
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⑤人口密度の指定都市比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・人口集中地区（DID）内の人口密度は、政令指定都市の中で最も低密度となっており、居

住構造は他都市に比べ拡散している状況が伺えます。 

■平成 22 年 DID 人口密度（指定都市比較） 

■昭和 45 年 DID 人口密度（指定都市比較） 

注）昭和 45 年時点での指定都市は、横浜市・名古屋市・京都市・大阪市・神戸市・北九州市の 6 都市で

あり、他の都市の DID 人口・面積は、指定都市移行前の合併市町村の人口・面積を合計している。 

出典：総務省「昭和 45 年・平成 22 年国勢調査」 

人口集中地区について 

人口集中地区（ＤＩＤ）は、昭和 35 年国勢調査以降、各回の調査ごとに設定されて
います。 

○設定の基準 

国勢調査基本単位区を基礎単位として、 

・原則として人口密度が 1 平方キロメートル当たり 4,000 人以上の基本単位区

等が市区町村の境域内で互いに隣接 

・それらの隣接した地域の人口が国勢調査時に 5,000 人以上を有する 

地域を「人口集中地区（ＤＩＤ）」としています。 
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（２）地区別の将来人口等 

①人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

小倉都心と
その周辺

小倉南区
西部

八幡西区
北部

 ■平成 22 年人口分布 

■平成 52 年人口分布 

・将来人口を地区別に見ると、総人口が減少するなか、小倉都心とその周辺、八幡西区北部、

小倉南区西部などでは一定の人口集積がみられます。 
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②人口密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・人口密度を地区別に見ると、八幡東区、若松区東部、門司区北部などで密度が大きく低下

しています。 

門司区
北部

若松区
東部

八幡東区

■平成 22 年人口密度分布 

■平成 52 年人口密度分布 
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③高齢化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・将来の高齢化率を地区別に見ると、八幡東区、若松区東部、門司区北部などで高齢化率が

高くなっています。 

■平成 52 年高齢化率 門司区 

北部 

若松区 

東部 

八幡東区 

■平成 22 年高齢化率 
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④人口増減率・人口密度増減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

小倉南区
西部

八幡西区
北部

 

若松区
東部 門司区

北部

八幡東区

小倉南区
西部

八幡西区
北部

・人口増減率を地区別に見ると、八幡東区、若松区東部、門司区北部などでは人口減少率が

高く、小倉南区西部、八幡西区北部などでは人口が増加しています。 

・人口密度増減を地区別に見ると、JR 戸畑駅周辺、JR 門司駅周辺などの中心市街部ほど密

度の低下や減少率が大きく、小倉南区西部や八幡西区北部で密度が高くなっています。 

■人口密度増減（平成 22 年⇒平成 52 年） 

■人口増減（平成22 年⇒平成52 年） 
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（３）土地利用 

①市街地拡大の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

建物用地の面積 
1976年：約 9,000ha 

・市街地周辺において開発が進み、主に農地や森林から土地利用転換して、都市的利用が拡

大しています。 

■土地利用状況（昭和 51 年） 

建物用地の面積 
2009年：約 17,100ha 

■土地利用状況（平成 21 年） 

出典：国土交通省「国土数値情報土地利用細分化メッシュデータ」 
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②都市機能の集積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・市街化区域における商業・医療・教育施設等の集積を見ると、交通利便性の高い地域など

に複数の集積性の高い地域拠点があることがわかります。 

・市街化区域の外縁部においても、日常生活を支える商業・サービス施設が集まっている拠

点も存在しています。 

■生活利便施設の集積性(100ｍメッシュ) 

出典：全国大型小売店総覧「2015 年」 

※生活利便施設の集積性は、平均値及び標準偏差より相対的に分類 
※集積性は極めて高い「平均値＋標準偏差以上」、集積性は高い「平均値～平均値＋標準偏差」、 

集積性は低い「～平均値」 

■大規模小売店舗の立地動向 
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２-２．公共交通の変遷と現状 

（１）鉄道の現状 

『市内主要拠点を有機的に連絡する鉄道ネットワークを形成』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鉄(軌)道駅数
人口当り駅数
(箇所/万人)

面積当り駅数
(箇所/ｋ㎡)

人口
(人)

面積
(ｋ㎡)

55 0.56 0.11 976,846 487.89

・北九州市内の鉄道網は、下図に示すとおりＪＲ鹿児島本線、日豊本線、筑豊本線、日田彦

山線により全区を有機的に連絡しています。 

・また、モノレールと筑豊電鉄は、それぞれ都心の小倉駅、副都心の黒崎駅でＪＲと接続し

ており、都市内及び都市間輸送を担っています。 

・駅乗降客数は、鉄道相互の乗換駅である小倉駅、折尾駅、黒崎駅で多く、これらの駅は交

通結節点として重要な役割を果たしています。 

出典：人口及び面積は平成２２年国勢調査（鉄道駅数には新幹線駅を含まず） 

出典：列車、駅停車本数は「JTB 時刻表」（H27.11）調べ 

資料：駅乗降客数は、北九州市統計年鑑（H26 年度実績） 

■北九州市内の鉄道駅数 
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（２）路線バスの現状 

①バス路線網 

『市内全域でバスネットワークを形成し、鉄道駅との結節点や小倉都心部で多い運行本数』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②

概ね 10 分間隔で運行している路線 

概ね 20～30 分間隔で運行している路線 

概ね 30 分以上の間隔で運行している路線 

※運行間隔は 6：00～22：00の平均値 

・北九州市内の路線バスは、鹿児島本線の駅を中心とした系統や旧市内電車通りで運行本数

が多くなっています。 

・バス路線は、平成 13 年から現在までに 47 路線（約 117ｋｍ）が廃止されています。 

■北九州市内の運行本数ランク別バス路線網図（平成 27 年 4 月現在） 
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累積(本)

廃止路線数 累積(本)

廃止総キロ 累積(km)

(年度)

出典：北九州市調べ 

■北九州市内のバス廃止路線数及び路線総延長の推移 

出典：北九州市調べ 
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バスレーンの設置状況 

『バス運行本数が多い区間を中心に設置されているバスレーン』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道 322号の車線数減少（４車線→２車線）
に伴い、バス専用レーンを廃止 

バス専用レーン 
→バス優先レーンに変更 

・北九州市内のバス専用レーンや優先レーンは、37 区間，58km にわたって設置されてお

り、朝、夕ピークを中心に運用されています。 

・具体的には、小倉都心部から小倉南区方面と門司区方面や、旧電車通りの到津～黒崎間等

のバス運行本数が多い区間を中心に設置されています。 

・また、一部では不連続な区間が存在します。 

・国道 322 号の車線数減少に伴い、総合交通戦略策定時点より設置延長が約２㎞短くなって

います。 

40.2 38.8 37.0 

20.1 20.0 21.2 

0

10

20

30

40

50

60

70

H18年10月 H21年3月 H27年3月

延長(km) バス専用レーン バス優先レーン

60.3 58.8 58.2

出典：福岡県警資料及び「交通年鑑」 

■北九州市内のバス専用・優先レーン ■北九州市におけるバスレーンの推移 
H18年10月 H21年3月 H27年3月

区間数 23 23 21

延長（ｋｍ） 40.2 38.8 37.0

区間数 15 15 16

延長（ｋｍ） 20.1 20.0 21.2

区間数 38 38 37

延長（ｋｍ） 60.3 58.8 58.2

福岡県警

資料 平成20年版 平成26年版

福岡県警「交通年鑑」

バス専用レーン

バス優先レーン

計

出典
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（３）公共交通利用者数の推移 
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西鉄+筑豊

モノレール

バス

タクシー

乗用車保有台数（万台）

公共交通計伸び

【公共交通計伸び（S40を1.00）】【乗客数(万人/日)】【自動車保有台数(万台)】

S55西鉄北九州線
（北方線）廃止

S60西鉄北九州線

（門司線,枝光線,戸畑線）廃止

S60.1北九州

モノレール開業

（年）

Ｈ4西鉄北九州線

（砂津～黒崎駅前）廃止

Ｈ12.11西鉄北九州線廃止

【公共交通計伸び（S40を1.00）】【乗客数(万人/日)】【自動車保有台数(万台)】

（年）

Ｈ20.5 nimoca導入

Ｈ21.3 SUGOCA導入

Ｈ22.3 nimocaと

SUGOCAの相互利用

Ｈ17.6 得パス導入
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鹿児島本線 西小倉～折尾

鹿児島本線 門司港～門司

小倉駅

日豊本線

日田彦山線

筑豊本線

西鉄+筑豊

モノレール

【乗客数伸び率（Ｈ4を1.00）】

（年）

Ｈ4西鉄北九州線

（砂津～黒崎駅前）廃止

Ｈ12.11西鉄北九州線廃止

Ｈ10.4モノレール延伸

（小倉～平和通）

Ｈ13.10特急回数券「2枚切符」、「4枚切符」導入

（ＪＲ）
Ｈ15.3 本城駅開業
（筑豊本線）

Ｈ12.11 陣原駅開業
（鹿児島本線）

モノレール（小倉～企救丘）

筑豊本線（若松～本城）

ＪＲ小倉駅

日豊本線（南小倉～朽網）
鹿児島本線（西小倉～折尾）

鹿児島本線（門司港～門司）

日田彦山線（石田～呼野）

西鉄+筑豊電鉄

Ｈ21.3 SUGOCA導入

（鹿児島本線・日豊本線・筑豊本線）

・本市内の公共交通利用者は、昭和 40 年代前半にピーク期を迎えた後、ほぼ一貫して減少

しており、平成 18 年の利用者数は昭和 40 年の１/３強でありましたが、平成 18 年以降

は微増または横ばい傾向となっています。 

・一方、自動車保有台数はほぼ一定割合で増加傾向にあります。 

●資料：「北九州市統計年鑑」（各事業者調べ）より ●ＪＲは、北九州市内のＪＲ駅乗客数の合計（含む新幹線小倉駅） 

●自動車は乗用車と軽自動車の合計        ●バスは、交通局、西鉄バス北九州、西鉄北九州観光、北都観光バス 

●公共交通計の伸びは、タクシーを除く交通機関利用者の合計で算出 

※データ取得の関係上、筑豊電鉄の個別データは S61 以降、タクシーは S43 以降について表記しています。 

■鉄道区間別利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：北九州市統計年鑑 

■公共交通利用者数の推移 
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北九州市環境首都総合交通戦略＜北九州市地域公共交通網形成計画＞ 

（４）おでかけ交通の現状 

『高台地区や廃止路線地区で生活の足を確保する「おでかけ交通」』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 地区 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

枝光 10月～

大蔵 10月～

桜丘 3月～ ～10月

木屋瀬・楠橋・星ヶ丘 4月～

合馬・道原 4月～

平尾台 4月～

田代・河内 10月～

恒見・喜多久 10月～

田野浦 12月～

沼 　 4月～

廃
止
路
線
対
策

高台
地区

3.6 

11.8 
12.6 

17.1 
16.0 

14.5 14.7 14.3 
12.5 

11.7 10.9 11.2 
12.1 

11.3 11.1 

0

5

10

15

20
おでかけ交通

の総利用者数

（万人/年）

・「おでかけ交通」は、高台地区や廃止路線地区における生活の足を確保する役割を担ってい

ます。 

・利用者数は、平成 22 年度までは減少傾向にありましたが、平成 23 年度以降は横ばいと

なっています。 

・高齢化社会が進むなか、高台など道路幅が狭くてバスが通りにくく、公共交通サービスが十分に行き

届いていない地区が存在し、また利用者が少ないバス路線の廃止により、外出することが難しい地区

が増えてきています。そこで現在、市内の８つの地区で「おでかけ交通（※）」を実施しています。 

【実施地区】 

●高台地区  ：枝光地区、大蔵地区 

●廃止路線対策：木屋瀬・楠橋・星ヶ丘地区、合馬・道原地区、平尾台地区、田代・河内地区、 

恒見・喜多久地区、沼地区 

※「おでかけ交通」とは、高台地区や廃止路線地区において、地域住民の皆さん自らが、おでかけ時

の交通手段を確保するため、地域住民と交通事業者と市の三者が協働して、マイクロバスやジャン

ボタクシーを運行するものです。 

「おでかけ交通の概要」 

回答者数

129

7

248

66

228

7.8%

13.3%

9.3%

14.3%

5.6%

10.1%

12.5%

24.2%

32.6%

28.6%

26.7%

27.2%

27.3%

40.3%

57.1%

41.9%

64.0%

28.8%15.2% 4.5%

7.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

合馬・道原地区

平尾台地区

木屋瀬地区

枝光地区

桜丘地区

30歳代以下 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

■高齢者中心のおでかけ交通 

資料：利用者を対象とした各アンケートより 

・「おでかけ交通」の利用者

の大半は、高齢者です。 

■おでかけ交通の利用者数の推移 
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北九州市環境首都総合交通戦略＜北九州市地域公共交通網形成計画＞ 

（５）公共交通の利便性に対する市民の意識 

『市民の半数が公共交通での移動に満足、 

一方で駅やバス停等の施設までの距離が長いことが不便と感じる市民意識が増加』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.0%

57.3%

46.2%

22.1%

12.4%

0.7%

27.0%

50.9%

40.2%

23.4%

14.8%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

駅や停留所が近くにない

列車やバスの本数が少ない

公共交通機関同士の乗継ぎが不便だ

（距離が離れている、待ち時間が長い）

パーク・アンド・ライドの取組みが不十分である

その他

無回答

H21年度

H24年度

■問）公共交通の利便性に対する市民の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民意識アンケートによると、公共交通での移動は便利であると感じる市民が半数を超え、

その満足度も向上しています。 

・一方で、不便と感じる理由は、バス停や駅までの距離が長いという意見が高くなっていま

す。 

平成 21 年度調査：市内居住 20 才以上の 3,000 人対象に調査 

有効回答数1,618 票、有効回答率53.9％ 

平成 24 年度調査：市内居住 20 才以上の 3,000 人対象に調査 

有効回答数1,488 票、有効回答率49.6％ 

資料：市民意識調査（新しいまちづくりによる市民満足度等について）（平成21年度実施） 

市民及び企業における市政満足度等調査（平成24年度実施） 

 

 

 

 

 

 

 

■問）公共交通での移動が不便であると感じる理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.5%

12.2%

39.9%

43.3%

15.9%

16.2%

22.4%

20.2%

5.6%

6.2%

4.7%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21年度

H24年度

とても感じている ある程度感じている
どちらとも言えない あまり感じていない
ほとんど感じていない 無回答

51.4% 

55.5% 
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北九州市環境首都総合交通戦略＜北九州市地域公共交通網形成計画＞ 

２-３．道路交通の現状 

（１）都市計画道路の整備状況 

『都市計画道路の整備は着実に進行』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5,823 6,246 6,512 6,144 

1,385 
1,299 

1,333 
1,141 

702 
748 

809 
1,062 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H6 H11 H17 H22

■北九州市内道路種別別走行台キロの推移

一般道路計 都市高速計 高速道路計（都市高速除く）

（千台キロ/12時間）

7,910

(1.00)

8,293

(1.05)

8,654

(1.09)

(年)

8,347

(1.06)

382.6 391.0 401.8
457.2

494.0 497.3 510.7

640 658
695

721 709 696
691

59.8% 59.4% 57.8%
63.4%

69.7% 71.5%

73.9%

0%

10%

20%

30%
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50%
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70%

80%

0

100
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700

800

H2 H6 H11 H17 H20 H23 H25

整備済延長(km) 計画延長(km) 整備率(%)

延長(km) 整備率(%)

・都市計画道路網の整備（整備済み延長）は着実に進んでおり、最近 2３年間で約 1２８km

の区間を供用しています。 

・なお、自動車走行台キロ（自動車台数×走行距離）は、横ばい・減少傾向へ変化していま

す。 

資料：都市計画年報 

最近 23 年で 

約 128km の整備 

※データは各年 3月 31日時点 

※整備済延長とは、改良済延長と概成済延長の和 

資料：道路交通センサス 

 

 

 

 

 

 

■北九州市都市計画道路整備状況 

■北九州市内道路種別別走行台キロの推移 


